






































































































































































































































4 4 4 4
と認識の働き
4 4 4 4 4
とのあいだの諸関連（Zusammen-
hänge zwischen wahrhaftem Sein und Erkennen）を明らかに
し、そして一般的に作用と意義と対象とのあいだの相関関係（die 
Korrelation zwischen Akt, Bedeutung, Gegenstand）を究明す
るのが、超越論的現象学の（あるいは超越論的哲学の）課題で
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デーン』期までは、「死んだ素材 = 感覚内容」を「生気づける・魂を与える = 統
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